
　SSH指定校がどのような教育活動を行っているか、DXハ

イスクール指定校は知っておく必要があると思います。公

立も私立も含めて特色がないとこれからの存続は難しい

のではないでしょうか。

　そのほかにも補助金が交付されたり、大学の先生など

の専門家とのつながりを作ることができる点でDXハイス

クールの指定は非常に意味があると考えています。

　DXハイスクールを進めて行くには、すべての教科・科目

で取り組むことが大切だと本校は考えています。デジタル

は専門性が高いだけに「一部の先生、得意な先生がやれ

ばいい」という雰囲気になりがちですが、それではいけな

いと思います。なぜなら、国も言っているように「すべての

人がデジタルに通じて、デジタルに明るくなること」が目

的だからです。

　本校ではすべての生徒を対象とし、すべての教科・科目

で取り組むことができる仕組みづくりや教育課程の編成

を行ってます。

　施設整備についてもまずは「このような授業がしたい」

を明確にしてから、必要備品を考えることが大切だと思い

ます。

　今回は2024年6月27日に行われた2024教育DX推進セミ

ナー第2回「デジタルを基盤とした「ミライの学校」への挑

戦」の概要をお伝えします。セミナーでは雲雀丘学園中学

校・高等学校（兵庫県）の道北秀寿教頭先生よりお話を

伺いました。

　本校は2024年度より、2つの研究事業を行っています。

文部科学省の「高等学校DX加速化推進事業」いわゆる

「DXハイスクール」と兵庫県の「HYOGOグローバルリーダー

育成事業」です。本校はこの２つの研究事業を一体として

「データサイエンスを基盤とした文理融合型探究人材の育

成」をテーマに掲げ、教育活動の体系化・再構築を図って

いこうとしています。

　本校は2019年4月の中学新入生からiPadを導入し、コロ

ナ禍に入ってすぐに全生徒分の端末の確保、校内通信環

境の強化・整備に着手しました。そして高等学校における

プログラミング学習、探究の論文作成、表計算ソフトによ

る統計分析などを行うにはWindows環境が必要だと考え、

高等学校は2023年度からWindowsタブレットに切り替え

ています。

　日本国内のデジタル人材不足は深刻です。高等学校を

運営していくにあたってもこのような社会の要請を受け止

めていく必要があります。

　本校は過去10年間の高校入試において併願校が大きく

変わり、いわゆる「ライバル校」のほとんどはSSH指定校に

なりました。そのため、SSH指定校の取り組みに負けない

ようにといつも考えています。

すべての教科・科目で取り組む

DXハイスクールに挑戦する理由

コアネット教育総合研究所より、教育DXの事例をお届け！
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デジタルを基盤とした

雲雀丘学園中学校・高等学校（兵庫県）道北秀寿教頭先生

雲雀丘学園中学校・高等学校の道北秀寿教

頭先生のお話の詳細を弊社ICTHPに掲載して

います。是非ご覧ください！⇒

コアネットでは9月17日(火)に2024コアネットICT無

料セミナー「学校専用オンラインショップを用いた

タブレット＆PC端末導入のメリット」を開催いたし

ます。詳しくは裏面をご覧ください！

2つの研究事業とICTの活用
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※Zoomによるオンライン配信

生徒用タブレット端末の導入や
切り替えをご検討の学校様
管理職の先生方・事務長先生・ICT担当の先生・
事務職員の方など

コアネット教育総合研究所
教育ICT総合ソリューション

ht tps://core-net.net/ic t /
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（担当：岡田、川田、坂本）

info@core-net.net

他にもICTに関するさまざまな情報を発信しております。お気軽にお問い合わせください。

本セミナーのお申込みはこちら

https://core-net.net/ict/seminar/2024_09/

本セミナーに関するお問い合わせ先

ICTセミナー事務局
045-914-3005
ict@core-net.net

今回のICT無料セミナーでは、学校専用オンラインショップを導入することによるICT端末導入の省力化・
効率化を行うためのポイントや導入事例をお伝えします。
次年度の端末導入のご負担を軽減したい学校の教職員の皆様、ぜひご参加ください！


